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（ネコ視床腹側基底核群における侵害受容ニューロンの細胞内HRP注入法による研究）
〔目　的〕
近年、サルやネコやラットの後外側腹側核（VPL）と後内側腹側核固有部（VPMproper）と
からなる視床腹側基底核群が侵害受容の感覚的弁別機構に関係していることがわかってきた。
また、ネコにおいて、2種類の侵害受容ニューロン、すなわち特異的侵害受容（NS）ニュー
ロンと広作動域（WDR）ニューロンが、腹側基底核群尾側部の被殻領域に存在すると報告され
ている。
本研究では、ネコの視床腹側基底核群におけるこれら2種類の侵害受容ニューロンの局在を確
認するとともに、それらの形態学的特徴を明らかにしようと試みた。
〔方　法〕
実験には、ウレタン・クロラローズ溶液で麻酔したネコを使用した。右頭頂部を穿頭し硬膜を
切除した。2％HRPを含む0．2MKCIを充填したガラス微小電極を用いて、単一ニューロンの
細胞外活動電位を記録しながら抹梢受容野の刺激に対する反応を調べた後、電極の細胞内刺人を
試みた。
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HRPの細胞内注入は、電気泳動的に1分間に20hAの直流電流にて行った。
実験終了後、脳を港流固定し150JLmの連続切片とした後、DAB法により発色させた。
ニューロンの形態を調べた後、ニュートラルレッドを用いた対比染色でその視床における局在
を確認した。
〔結　果〕
視床腹側基底核群でニューロン35個HRPの細胞内注入に成功した。そのうち10個がNSニュー
ロン、6個がWDRニューロン、残りの19個が低闇値機械受容（LTM）ニューロンであった。
1NSニューロン
NSニューロンは対側の対表に限局した抹梢受容野を持ち、侵害性機械刺激に対しては持続的
に反応するが、触刺激には反応しないニューロンで、すべて腹側基底核群尾側部被殻領域に局在
していた。また、その抹梢受容野の被殻領域におけるニューロンの局在部位との間には、横田ら
の報告した如く、体性機能局在機構が確かめられた。
そのうち8個は、E．G．JonesらのI型ニューロンで、残りの2個は、Ⅱ型ニューロンであった。
2　WDRニューロン
WDRニューロンは対側の体表に比較的広い抹梢受容野を持ち、その中央に加えられた触刺激、
圧刺激および侵害刺激に段階的に応答し、侵害刺激が加わった時に最大に興奮する。この中央部
を遠ざかるにつれて興奮の閥値が次第に上昇し、受容野の辺縁部では、侵害刺激のみが興奮性を
もつ。WDRニューロンも腹側基底核群尾側部被殻領域に局在していたが、その位置はNSニュー
ロン分布域直前の帯状領域であった。WDRニューロンもNSニューロンと同様に、E．G．Jones
らのI型あるいはⅡ型ニューロンであった。その抹梢受容野と腹側基底核群の被殻領域における
ニューロンの局在部位との間には、体性機能局在機構が認められた。
3　LTMニューロン
LTMニューロンは対義に末梢受容野を持ち、触刺激のような非侵害刺激に対応するもので、
19個のうち10個が、E．G．JonesらのI型ニューロンで、Ⅱ型ニューロンが5個あり、4個がⅢ型
ニューロンであった。
I型LTMニューロン、Ⅱ型LTMニュ，ロンはいずれもI型あるいはⅡ型のNS、WDRニュー
ロンと明確な形態学的相違を示さなかった。
〔考察および結論〕
この実験で、侵害受容ニューロンの細胞体がネコにおいて視床腹側基底核群の中にあり、しか
もその被殻領域のみに存在していることを証明できた。
E．G．Jonesらはネコの視床腹側基底核群のニューロンをI型、Ⅱ型とⅢ型ニューロンに分類し
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川た。またI型、Ⅱ型ニューロンは投射ニューロンであり、Ⅱ型は介在ニューロンである。この実
験で、NSとWDRニューロンがI型やⅡ型ニューロンであることを証明できたが、LTMニュー
ロンにもI型やII型ニューロンがあり、NSおよびWDRニューロンとLTMニューロンの形態
学的相違を明らかにすることはできなかった。
ネコの後内腹側核固有部の場合、尾側被殻領域にNSニューロンが分布し、その直前の帯状領
域にWDRニューロンがみられる。また、一般に、眼神経、上顎神経および下顎神経の支配領域
に抹梢受容野をもつ侵害受容ニューロンは、それぞれ背外側、背内側および腹内被殻領域に分布
している。また、後外側腹側核の場合も尾側分被殻領域にNSニューロンが分布し、その直前の
帯状領域にWDRニューロンがみられ、その個々のニューロンの局在部位と抹梢受容野の局在部
位との間に一定の対応関係が認められている。今回の実験で、以上の以前の発見が、細胞内レベ
ルで確認された。
学位論文審査の結果の要旨
本研究は、ネコ視床腹側基底核群の被殻領域における侵害受容ニューロンの存在を形態学的に
立証したものである。
ウレタン麻痺下のネコで、単一ニューロンの細胞外活動電位を記録しながら末梢受容野の刺激
に対する反応を調べ、特異的侵害受容ニューロン、広作動域ニューロンおよび低閥値機械受容ニュー
ロンを分別した後、当該細胞内にHRPを注入した。これを可視下し顕微鏡下に観察することに
より、細胞体の存在部位と樹状突起の広がる範囲の同定と、樹状突起の形状に基づくニューロン
分類を行った。
得られた前二者の侵害受容ニューロンの細胞体は全て後外側腹側核および後内側腹側核固有部
内に限局して存在し、樹状突起は核外にまで広がっていた。また、その末梢受容野と細胞体の局
在部位との間には体局所的関係が確認された。さらに得られたニューロンは形態学的にみて全て
投射型のものであり、低闇値視床ニューロンが投射型と介在型との混在を示したこととよく対比
していた。
以上の実験結果は近年電気生理学的に明らかとされっつある視床における痛覚伝達の神経機構
に対して重要な形態学的証拠を与えたものである。また用いられた方法は高度に洗練されたもの
であり、その結果は今後の研究にとって示唆に富むものである。よって博士（医学）の学位論文
として価値あるものと認められる。
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